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■ 
● 

：★森とのふれあい（体験林業）☆。
● 

：◇５月18日（日）◇斜里町町有材と知床五湖◇植樹体験と自然観察◇2:1名：
● 

● ： 

：☆森林レクリエーション・ｌｎ知床☆：
：◇６月７日（土）◇知床遼窒別鍾111寵◇森林浴と自然観察◇23名：
● 

● ： 

；☆森林レクリエーション・ｉｎ知床☆｡！ 

；◇６月21日（±）◇知床自然観察教育林◇森林浴と自然fN寮◇23名；
： ： 

；☆壷とのふれあい（体験林業）★：

！◇７月4日（金）〈>知床国有林と知床五湖。除伐作業と自然観察◇23名；
： 

：． 
：☆森林レクリエーション・ｉｎ知床☆ｉ

● 

：◇８月２曰（±）◇羅臼湖◇植物観察と湖沼めぐり◇23名ｉ
：： 
！☆森林レクリエーション・’、知床☆.

● 

！◇８月20日（水）〈>知床硫蘭山◇新噴火口智11mと植物､l察。45名：
９● 
● 

● 

：☆森とのふれあい☆：

：◇10月12日（日）◇斜里町周辺国有林◇森の恵みと自然観察◇20名；
Ｂ 

ｉ ： 

；☆森林レクリエーション・Ｉ、知床☆：
；◇10月14日（火）◇知床自然観察教育林◇森林浴と自蛾観顛◇23名；
■● 

： ：￣・

；★森とのふれあい☆ ： 

：。11月g曰（日）◇ｾﾝﾀｰｾﾐﾅｰ室◇餌演と木工教室◇20名；
：９ 

９ 

１☆森とのβWLあい☆ ： 

：。１月17日（±）◇センターセミナー室◇母子の木工体験◇20名！
● ６ 
■ 

§ 

：☆認Fとのふれあい☆：
：◇２月28日（土）◇斜里町周辺国有林。歩くスキーで自然観察<>30名：
：： 

；☆森林レクリエーション・Ｉ、知床☆；
；◇３月13日（金）◇知床還琶圃崇'Ⅱ鋪 ◇歩くスキーご動物観目”23名；
■ 
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早春の知床ウオツチング
ニミーニーー'ずし、こ＝嚢1s＝種Fa露二

第34回「森林レクリエ

ーション・ｌｎ知床～歩く

スキー早容の知床ウオツ

チング」が．３月14曰（

金）行われました。

参加者は北見市と近隣

市町村から23名穆加し．

男性10名女性１３名の内服

で45才から70才の年齢樹

戚と怠りましだ。

合回イベントのテーマ

は．スキーをはいて自然

豊か怠森に入り．早春の

自然を綴じ楽しんで頂く

というものです。

コースは林間をはしる

旧遭で．勾配も緩やかで

スキーには最適です。．

峰浜地区に山村遊学のＡさん母子江
春風の感じられる３月の終りに．予定の
一年間を過し東京へと帰って行つだ。

センターのイベントにも何度か参加し
ていだだいだい｡きのこ゛を何掴類か
持込んで食用．食不適を尋砲られだりし
だ。

Ａさん母子が過し這家の衷手には海別岳
（うなぺつだけ1.419m）がそびえているが．
その山肌は白一色から日増しに白と黒のコン
トラストが鮮やかになってざだ。

東京の小学校へと帰って行つだ￣健大君一
と゛悠太君一は知床で過しだ-年間をとん怠
凰に感じていだのだろうか。

￣知床の森から￣も含号から犠式をＡ４版
４ページに変えましだ。
一般会計に移替になってから早くも－年が

過ぎましだが．センター職員一同は新左な飛
躍に視線を合わせています。（田村）

エゾヒクマの爪回｡､兇るトドマツロ､肘で

スキーには最適です。コースに沿ってトド

マツ・エゾマツ・アカエゾマツ・ミズナラ

オヒョウニレ・キハダ・ヤチダモ葱との大

木が身近に貝」、るのも知床ならではごす。

まだ、ひっそりと水面をのぞかせる小沼，
立木に刻まれ庭ヒグマの爪痩．エゾマツ・

トドマツの林木遺伝資源保存林．週＜望ま

れる黒々とし定樹海．シナノキなどの凍裂

現象．クマゲラが彫った孔芯とを観察しま

しだ。

そしてオホーツク海の流氷頃のパノラマが

圧巻です。高い所からの眺めは一際良くみな

さんは見とれておりましだ。

当日は純白の雪の産を進みながらいろいろ

と観察し、滑りかつ転びを交えてスキーも楽

しみましだ。まだ天候にも恵まれ、全行程５

ｍあまりを笑い窟を織りまぜながら．全員元

気でこのイベントを終えましだ。

￣きのこ゛の食用．食不適の判定は麗
しく十分な対応がどきなかった。
毎年シーズンには何件か食中竃のニュ
ースがあるのど．確実趣魎類以外は食べ
られますとは目わないことにしている。
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旨解けの始患ろ甲窃に

同つ先Iご訪れるスマー

トな漫Ｕ且。尾色上下

ごせて町中やBB上でよ

＜目Iこする里の囚⑩
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エゾシカが好む樹木？期査結果

コニヱノーンブ。Iニニニー桧オオ＜０つ罎蓮＝
北海道林木育翻橿会発行の「北海道の材木

育顧協会」麓（第３９巻．篭２号）に「工ゾ

シカによる樹木の食害（その噛好性の－原因）

」として．興味深い報告がされているので簡

単に紹介しだい。

内容は．過去における食雷実鰯の報告から

ハルニレ．オヒヨウニレ．シナノキに露目し

物理的根挺に基づき分析している。

木材の細胞壁はセルロース．ヘミセルロー

ス．リグニンの３大戚分からなっており樹皮

についても同じことが言える、反すう動物で

あるエゾシカはセルロースを栄笹としている

が．リグニンはセルロースを消化する際の障

害とぱるだめ．その樹皮に含まれるリグニン

星の多少が問題である。ハルニレ．オヒヨウ

ニレにはリグニンが特異的に少なく、セルロ

ースを消化・吸収することがごきるのではな

いかとの内容ごある。

従って．エゾシカが強い咽好性を示す樹函

の原因として．それらの樹皮が剥がれやすい

ことも一因であろうが．その樹皮の厚壁細胞

のリグニン目にも原因があるのではないかと

思われると考察されている、

魎喬区瞳は画蹟7.65ｈａであり．同区瞳

内の樹鰹別食害割合はイチイ約7割以上・

ニレ（オヒョゥニレ・ハルニレ）約５劃．

ミズキ約３割の頂で．その他樹木ではヤチ

ダモ．イタヤカエデ．ホオノキ．クワノキ．

シナノキ．カタスギがそれぞれ少本数と広

葉樹主体の状況で．いずれも平賎７年以降

の食害実慰にあつだ。まれにトドマツも確

麗されだ。

また．平均的な食害箇所芒プロット圏盃

を行ったところ．イチイとニレに限り他の

樹木には見られ紅かつ庭実愚として．直径

階に関係葱＜食哲されていること（イチイ

は50ｍ以上の木もある）．木の周囲が直径

階に関係趣く全目食害されているものがあ

ること．食雷の高さが1.6B以上に還してい

る木があることがわかつ厄⑪

このことから推測すると．当該地ではイ

チイとニレを好んご食べていることが伺え

る。

では．エゾシカが好む樹木はあるのか。

好む樹木はあるのか．最近はイチイの木が主体？
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樹木の被害一一・一・・
はんｄウ

反翻動物lごお|ﾌﾟろ

食物繊縫（セルロース）の分解吸収北海道の一部を除きほほ全道的に確露さ

れるまむ仁至つだエゾシカだが．それに伴

い最近では農業被害．林業被害．交通寧故

などの問題も取り上げられ、あまり好まし

い存在に怠っていばいようごある。

前号乙は．知床半島におけるエソシカの

生息動向を紹介し，狩捌や有害璽除が行わ

れ紅い地区では生息数が増扣傾向にあるこ

と．採餌壇所での高茎草本の衰退．ササ丈

低下，広葉樹の樹皮食いによる枯死といつ

店植生変化が起きていることについて報告

し足ので．舎回はその中でも一般の方々が

よく自にすることの多いエゾシカによる

樹木の食害について触れることにした。

人間が一目見る限り乙は．とてもおいし

そうに見えない樹木の樹皮も．反すう動物

であるエゾシカにとっては．樹皮にきまれ

る食物函雄（セルロース）を利用すること

で食料とすることがこき．特に食料が不足

する冬期には．彼らが生き抜くだめの負菌

な食物麺になっているのは事実である。

しかし，樹木は樹皮を剥がされると食酉

された箇所を再生することが出来す．樹木

自体が枯死してしまうこともあるので．林

藁にとっては深刻駐問題となってくる。

では．エソシカがどんな樹木でも食べる

かとなるとそうではない。彼らが好む樹木

形鰹がハッキリと分がら紅いま己も．従来

よく観察された食雷樹木と皀えば．オヒョ

ウニレ．ハルニレ．キハダ．ノリウツギ．

コクワヅル紅と比較的に樹皮を剥がしやす

い木が多かつだように思われだが．昨年か

ら何故かイチイの食酉が目立ち始めだ。

そこ乙．合回イチイの木に璃自し．知床

国有林内でイチイの木が豊富にある「イチ

イ林木遺伝資遍保存林」て簡易的舷調査を
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本硬は知床博物鱈資料 食害の原因はいろいろ考えられる。合まで

食害されてきだ樹木を見てきたがきりごは最

近．広葉樹を主体にその樹掴の幅も広がって

きだように思う。それらはエゾシカの個体数．

その年の気象条件．その±地での田境条件な

どによって大きく左右されるはずどある。

しかし．噌好と言う観点からすると同じ食

べられている樹木冠も．その程度割合が樹栖

によって明らかに違うことは．エゾシカにと

って晒好性はありその根拠はあるはずである⑫

物理的根拠については．専門的感興蚕機関

の判断を持つこととしながらも．当センター

としては今回．イチイの被害が多かつだこと

から．さらに被害状況の把掴に努めていくこ

ととしている⑪

行った。

材木沮伝資亜保存林とは

林木遺伝資源保存林とは．主として林木の

遺伝濁通を自然生態系内に広箇に保存するご

とき目的として．林野庁が定め庵国有林野独

自の制度であり．保護林として指定されてい

る内のひとつである。

保護林は学術の研究宜重な動植物の保謹．

風致の維持等を目的に制定され．平威２年４

月以降設定ごれだ森林生鰹系保圏地賎も保護

林の中の－つにあだろ。

胸高直径50cmのイチイ食雪


